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さく岩機
若森俊郎

特許第628260号(特公昭46-16648号)

本発明はさく岩槻に関するもので,本体

①上に回転軸を水平に,かつ掘削面に直角

に設置し,その軸②l二に,軸を中心とLて

回転し,かつ先端の回転半径を変更できる

機構⑥を装置し,先端に火炎放射ノズル⑳

を備えた火炎操作杵(かん)⑮を前後方向に

摺勅(しゅうどう)吋能に支持した火炎操作

杵支持装置⑫を前記の機構の先端に装着し,

本体_Lには火炎の燃料供給装置⑳を備え,

その燃料を支持装置⑫のノズル⑳に送り込
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めるようにしたものである｡二のさく岩槻

をトンネル柑削に実施する場合,まず火炎

操作杵⑳にノズルUが前向きのノズル⑳を

取り付け,火炎を放射すると岩盤Aには図

2に示すように横穴Bが穿設(せんせつ)さ

れる｡次にシリンダ装置⑨およぴ⑬のピス

トン杵⑪およぴ⑮を伸縮させつつ軸②を回

転させて支持装置⑰の位置を棺動させ,前

述の動作を〈I′)返せば図3に示すように岩

盤Aには多数の横ン■1こBが穿設される｡続い
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て支持装置⑰をトンネル外形を形どるよう

に格動すれば,図3のような溝(みぞ)Cが

穿設される｡次に横向きノズルロのノズル

⑯を付けた火炎操作杵⑮をあらかじめあけ

た構ゾ(B■の奥に位置させ数分間停止させた

後,ノズル⑳を回転させ,その位置で再び

停止させる｡二の動作を〈り返せば構シ'(B'

の奥に放射兆の穴Dが穿設される｡構人B

および放射状孔Dの奥にはっばを装てんLて

爆破すれば溝Cに囲まれた岩盤は崩壊する｡
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特 許 と 新 案

日立製作所では所有している全部の特許･実用新案を全て

有償開放しております｡

このリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,日

立製作所が実際に使用したものの中から,選んで掲載いたL

ま した｡

なお,照会･実施のご希望のございます場合は右記までご

連絡原貢います｡

■ 超電導装置およびその応用品

間合先:国内関係･日立製作所特許部特許営業グル山プ

海外関係･日立製作所国際事業部第1部

電 話:(03)270-2111(大代表)

住 所:〒100 束京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特507097 41-18684 超電導材料 特637991 45-8274 超電導電磁石用極低温容器
実889031 44-10702 超電導ケーブル 特594588 45-18623 超電導コイル
特636655 46-25582 電磁流体力学発電方法 特540606 43-19672 減摩処一理方法
持636684

実897280

実854622

46-24470

44-15389

43-4983

電磁流体発電機用発電ダクト

超電導電磁石用椀低温容器

水i令コイル

実897246 44¶17581 空心コイル支持装置

(プラズマ実験装置)

■ 強電機器の制御器具および保護

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特287879 36-12624 避雷器用直列ギャップ構休 実925627 45¶18733 ヒューズ溶断検出装置
特290393 36⊥13166 堆積抵抗磐避雷器枯体 実927633 45-23873 電圧検出装置
特287878 36-12623 磁気梢弧型漑列ギャッ7P構体 実823576 38-15934 カム接触器
実824495 41-20899 耐汚損避雷器 実748808 39-6242 電磁接触器の鎖錠装置
持531403 43-12170 筒形可溶器 実946114 46-8538 空心リアクトル

実806150 40-34888 避雷器の分路抵抗取付装置 実761391 39-22031 碍子耳望抵抗管
持564074 44-17849 電力ヒューズの製作方法 特474921 40-25027 避雷器防爆構造等価試験用供試品
実817842 41-6743 避電器 実761469 39-23238 避雷器の電軽部構造
実830039 42-1348 プッシング 特579210 44-16847 筒形ヒューズの消弧剤
実804727 40-32272 避雷器防爆装置 実902573 44-24343 密閉形ヒューズ
芙806149 40-34887 避雷器防爆装置 実936760 45-33419 オ】プンコアー形リアクトル
実808188 4111140 避雷器の抵抗盤堆積構体 実897296 44-21396 筒形可溶器取付装置
実871678 43¶23788 避雷器などの放電装置 実970672 45-441 電子部品の耐振構造
実729636

芙779191

実894161

38-13231

40-7854

44-19476

速断性ヒューズ

変圧器用保護継電器点検装置

芙844295

プ三852722

42-16204

43-3322

電磁石用のコイルの[-1出端子支持

装置

フューズボックス 液体抵抗器

実850267 43-1463 抵抗器 実753040 39-12026 可飽和リアクトル
実873728

実855334

実816449

43-27223

43-6565

41-10755

ヒューズ

電磁接触器の防塵取付装置

抵抗器の端子板取付装置

実847832 42-22102 断路器型電力ヒュ【ズ

実889046 44-4538 可変ピッチ形抵抗器

■ 電力用しゃ断器および保護装置

登妄責番号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

特483755 41¶6943 空気速断器 特437792 39-9718 空気速断器の操作装置
持400615 36-20610 空気速断器 実830048 41-23961 空乞くしゃ断器の消音装置
特639809 46-30531 真空遮断器の製造方法 特546509 43-29602 電磁巻線の絶縁処理法
特490824 40-28616 大容量電磁弁装置 芙792695 40-23055 開閉器用電気接触子
特462687 40-14773 電力用遮断器 持468164 40-21365 空気速断器
特463906 40¶17737 空気遮断器の抵抗接点装置 特461209 40-12431 電力用速断器
特454128

実844371

実830041

40-5370

42-17202

41-23954

空気遮断器の操作装置

磁乞･ミしゃ断器の消弧装置

磁気しゃ断器の滑弧装置

実830036

実783849

41-24889

40-13948

空～毛速断器の操作棒中継リング

装置

空気遮断器の操作装置
実830070 41-24185 磁気しゃ断器の消弧隔壁 特473885 40-6488 磁気遮断器の消弧装置
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バンスパイロ コンピューク

近fl‾二,人1も汚染ク〕影響を′受けて,肺

1もJ悼(ししわ),肺繊∃准枯,ぜん瓜,1て管

主炎など一連の咋収旨旨系疾患が仲川口し

はじ♂),肺機能根底が範要になってき

た1つ またじん肺を中心とする職業什J肺

疾患などの障害袖似でも,肺機能検在が

その判忘にヰニ要な役割を果たLている｡

J怖傑f別姓肘ま,肺が静脈血から堤根

ガスをドjミ去し､酸素を付ノJ口Lて動脈血

､化するための換気,肺胞暇での拡丁枚､

および肺佃環の各機能を調べるが,そ

の計測｢叶要時口りに比べて,結架の判イ右

のために佗推なゴ寅許処押を必要とし,

その処理に土毒口即ち]を要することがこの

稗杏の丁実施の大きなl埠害になっていた.=J

二のl三群rF子を陳去するため,肺怖能横

‾作用のづ三川的なデーータ処玉里システムの

Ⅰ朴発を巡れ 人1t汚当とによる肺機能悍

1F子のために行なわれる集[司検言今川の努

ノJ什呼出L川‾捕ま梢スパイロ コンピュー

ク.と,粉撫(■じん)‾ド作業二打の鮎煉瑠ニJ埋

のために行ち･われるじん恥根治川スパ

イロ コンビューータを,それぞれすでに

t払与弓-_,化Lたが,さらにこのほど,精密

な臨り三位兼用として粍㌔‾ミ機能,稚気罵

測定および与川J綿巨力などの洲走に.Illい

るl掛′ヰこ検鹿才一寸jバンスパイロコンヒュ】

夕を出11｢j化しノた｢′図1～3参岬)

1.おもな標準仕様

棟_在I日日:(1)肺㌔(誌棟ずた

(a)肺活:遣仲イ亡

(b)努ノJ作f柿統一宗二検ナた

(C)姑大根1も毒を検ナモ

(2)残1t這検束

ヘリウム小t(二う)昂二1-(

閉縄Pl路ご去による｡

(3)拡散台巨力棉寸土

一一恨化J二与こ素1仙け槻さ去

による｡

(4)じん与川横瀬

じん肺法に仏づく､こ､

外形寸ブ去:i汁洲部

幅1,150×奥行850×高さ

2,000(mⅡl)

処理部

幅630×一挺行376×-‡'7iき

1,082(mm)

遣:計i刑部 約110kg

処押部 約 83kg

屯 i原:AClOOV 50/60Hz

梢′柁ノ】に力:.汁洲部

処]二t_r与たj;

ポJlOOVA

約500VA

2.おもな特長

(1)Rr甘治療に活用きれてし､る う斐の

肺慌能横瀬のなかで,肺11諒.械1(昂二,

および拡7技能プJ(7‾)諸検_在ち･ノーJびにじん

恥法でフE糊的根治が兼楷づけられてし､

るJ怖楷能検査を11三了で亡夫施できる√〕

(2)目的に応じた横溢体系のf汁札 揃

算処二曙,､糾;己 結果の[二l+′i‾二および結果

の記一トエ(4八分)を自動的に行なう.⊃

(3)別命似二l芯した】汁測のための空;t

L州洛の-りプ授えおよぴか､スの洗亡j-1Lと臼三

人をl′†土地l′i■てJに子fなう.

(4)棟木‾芥の白川が人幅に畦ナ域きれ,

械ノた名‾が変わってもテ■-一夕(7て)ば↓1Jつき

図l バンスパイロ コンピュータ計)則部
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がほとんと√なし､

(5)地検弟の什別,年てナJ-j.上び身1主な

と'を人力することにより,111′.こ;ト千illr+仰

が守一〔ト〕れ,粍_作結果と照丁㌣できるはか,

肺1工芸孟検ナたは20什たJブザでi月む･グ〉で,

く り二i垣Fノ怜でたが芥易にでき,絡怖二朽▲を

何Il-りも=チび川す必J安がなく乙lるこ;

(6)4八分の栴イた射iリこをi-;山:江できるの

で,･人の舷梯一打にf‾川l.を一軒llさせる

ことち･く,適二白二に休憩させ交什きせち･

がJ〕,装芯を旭純Lて効ヰく_よく何でトこ､

きる`⊃

(7)処坪祁にマイクロ コンビューーークを

｢ノ巾'=娃Lているグ)で,必焚に心じてプロ

グラムを変むすることができる〔､

(8)川三桁はすべてIC化されたディニ

ルノブJ･(である‥

りこ1ミ+･〔三さ什IJ､■.′ニノナイーブノ

ど)
ノ■lr

■■■

図2
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FVC-201形カラービデオ サブトラクション

Ⅹ綿写真の読影法の一つにサブトラ

クション法がある｡この方法はⅩ線写

真の中から,骨の陪影などの不要な陰

‾影を差し引き除去し､読み取るべき造

第三部分のコントラストを強調する手f去

であり,古くからポジおよぴネガの写

東を合成したり,補色を利用Lて光学

FlくJに介成する方法が行なわれていた｡

ビデオ サブトラクション法はビデオ

技術を利用してサブトラクションを行

なう方法であり,Fl立電了･株式会社で

は昭和43年に試作1号機を完成L,そ

の後改良を加えて昭和47年より製法品を

納入している｡同内および国外の数社

がト一昨モr出品を販売Lているが,図lに

示すFVC∽201形は,特に性能面で高

く1‾肘面されてし‾､る:_J

l.動作の概要

2柁のⅩ綿写真(j立岩き葬り注入前およ

び注入後)を2子音のテレビカメラで拐

買手する.｡和られた映像信号の一一方を正

耗ノ1ノー三(ポジ)に､他方を負敵性(■ネオ､=ニ

I〆てで㌢成すると,造岩壬された部分だけ

が浮かび上がり,テレビモニタ上で観

買手できる｡二の増子†,完全に合成され

ると造影部分以外は全く見えなくなり,

輪郭や全体のイ象を認識Lにくい｡ニの

ノ′ペゝ

点を補うため,たとえば造影部分を赤

色､その他の全休條を青色というよう

に表示すれば識別度が向上する｡この

原理に基づいた製品がカラービデオ サ

ブトラクションである｡

図2(a)は模型化したⅩ線写真像､(b)

はこれをテレビカメラで撮貫きしたとき

の,Y-Y′部の信号波形である｡この信

号を(C)のように合成すると造影部分だ

けの信号が得られ,(d)のようにカラ【

表示される｡

また本概は信号のレベルに応じ,等

レベルカラー表示の機能を備えており,

その様子は図2(e)～(g)に示すとおりで

ある｡レベルの分解は鼓プヾ12段階まで

可能で,12色に表示でき,各色の面積

比を測定する樅能を追加できる｡

2.おもな仕様

走査方式:標主宰テレビ方式

解像 力:水平 500TV本

垂直 350TV本

S N 比:40dBP‾Ⅰ'/rms

画面ひずみ:中心部 1%以下

闇辺部 2%以下

損像 管:複合集束ビジコン

HS221×2

レ ン ズ:5イ吾ズームレンズ

造影前

(a)Y

(b)

造影後

20～100mm

カラー表示:一最大12色

面積測定:100分比表示

撮影視野:最大30cmX24cIn

最小6emX4(:m

寸 法:幅108×高き127×奥行

86.5(c皿)

重 量:約120kg

電 i原:AClOOV

50または60Hz

消費電力:約250VA

3.おもな特長

(1)フイルム合成法のように反転,再

焼付けをする必要がない｡

(2)連動ズームレンズにより,目的部

分を拡大して観察できる｡

(3)移動式フイルム台により,目的部

分を画面の中心にして観察できる｡

(4)原フイルムのコントラストの過不

足をテレビカメラの感度で補正し,最

適コントラストで観察できる｡

(5)カラー表示により識別能力が向上

する｡

(6)等レベル分解により不定形の面稗

を計i則できる｡

(日立電子株式会社)

〔Zl

(e)

壮

..Jへ__
赤

(f)かイ)=.._ノヘ/＼_緑
ノー ノし 去

(c)n十Ll√=止_

(d) 地
力ラーサブトラクション

図I FVC-201形カラービデオ サブトラ 図2 カラービデオ サブトラクション原‡里図

クション
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(g)

表示
圭

一弓 緑 赤 緑

I.Bカラー

≡E

F∃
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方向指示形超音波血流計

ノ出∴二氾+k附ノ)いミニJかし′りナ別1ノ＼ノJ心+】J+土,

払■1二兆…か′…こに叫し了州て1=J乍忌
や.F.川什j】+が乙･く.1＼川IJ･ノJ=iJ‾処;f-1ト?′仁､∫訟

とせ‾‾j⊥にくり.;kLノノ三池でき.J二t仙了｢-し十

‾‾j▲いノニノ+ニノノ‾+-＼∴ニー1州りJしハすく､■れたネーIf!ヰ上

か子しぃノれる/_二め,帆りこ的に∫1'いl仙附か

1tニュ〆)⊥-ノれ`-ニー､袖に汁化rノている.
+卜枇I11=二′卜J=ll川てJ北態で,りこノミ巾rか⊥ゝ)

Hlノ､Jノ)F【山方己与川1ヒできるジ‾-)+土,超.十池

卜‾7ラ;､+こによる仙i了iこイニi7さ一/亡だけでぁる.

ドrノ7■ラ;りこ‖山7言己伸一作は,J上村卜か▲trll_付

くこい′小ナて-▲1上ノ‾J人射/rjで接触J'一を､11て,

jかイ抑り什を+寸っ′∴也紙拙け池を人射

し,血流小ンr‾一山りこかJ_)人∠射し/てくる′出

,1二沌をとノーJノミる ここノ‾ノト∠射沌｢士卜フラ

刈り上に.上り,lI′ll_流_漣性に比f仰一.てl】′llf式こ

がjノ捌り【+′一亡二世づいてくると き亡二£ま川池

放か■･.'ごi∴,;立すカ▲るときにご士帆･くち･ろ

ノ〉て.二こノ‾-1な化Jノ/二J.1+地紋と,入射Fノ

たL ヒノ川.1推放ヒノ川り{二′ト｢る一うこ･り

引:巾川lノ,そグ)･ド+`川.脚立放を州`′Lする

こ とに.上 り,仙ご′;こクj､lり与+咄J!とがと⊥'フえ

l-)れる..

LかL=山石己ご三,山片晰けl什/､トノ〕し1ノ㌧る

しニノノて＼ムる瞞【川にl‖■+一油化,川

ノノ■l｢･jに流れているとご土山ミ⊥'ノ1･しノ㌧ヒ

ノ)_は,仙けてこかJj巾砧(し川上一う:･ユニ･ヒ､にJ】

汁lされていたり,了l＼ジ)刺さが想いと､

.fi;1一川りに咄性や/J‾山が食わるニヒかこ手)

る′.ニプ‾)たタ〕,血流グ)淡々Lているん‾い■り

や油性がわかる上,人1的り11そ介閉川イこ1て

二/.■l三べ+==作り土/いJ.-1三こ､ビCノ〕てフリー-一ニン

フ■:二川いるニ ヒかできる(プ)で,純一】--た･

拙作こ7)ノル′■j桁′J■こ什壬【山一流.汁Jr)jj卜J稚か1′!去

れてい7二..

二･ノゝ川ijj出を榔iリ上L,血さポ己･こ7)ノJ‾l｢･jをす片

′+七LI仁一｢1と化へl什i吐きせたノ〕か､ききに

=‖了己したモ千､′しE UI)-2てし十)る､ニゾ〕

シ ステムは,†-1J池放仙ト∴ノノ■+七′出〔二池仙J.

流.汁キ=いて,叶｢上7ント､て/＼クトラム

でl;+以ノけ灯するノバ+こで.二J)ノバ+さは,

7'-一千フー))クトにも強く､S N比グ〉想

いごIjこ態で享+ノ左1LL/こ,山;.,止力i'川:ノ〕れIl■川ま

;l乙‾がノl上も多いしかし,川汁仁政う州丁‾に

帖榊を■ガさrJた.

そこ-･′‾)紘,マフし/オー-一卜(スタン■7-そ

-一卜人一丁:1に.よるト川け｢判子ムグ)/ル′り桁

′+川壬′也■十沌仙i六亡.汁が川+了己されたか,ニ

ノりノJ+二てご土,/ニヒえば,j･fj一一プ川lけてこか

蛇(た‾■)汁していたり1バ=いノてし1て､仙■そ

ん■い′りと.;･土ノバ■′･トノJi克己れがい川いこある上坊rT

,土仙什か‾イエナノLlTこ二′;‾･-ノてし
土‾1

十J=卜払■‖川二した七千‾′LEU D--3+上,

【l`jl_.1‾+いうインノ‖とj′1川に与一,Lヒノ‾〕人射させ

J†_二拉】･t`.こ沌ノ川州立放を上土`ェとrJ‾ご､それよ

り王ノー/い-収1上土帆しリノklナに1ナ排する打

珠ブイ/Lクを似えてし'▲る.二こ7=:二め,

J.1i+地紋1州丁▲;そ:こを川い1･､‾こても,∴土ば1こ

十∴二帖さ式亡と_i･､仁i石己キ†l､･別でき,さ⊥-ンに,

】jl'′しタイム すシラインにl｢り在へン.1f

き】テ山∵丘できるこメ｢)で,=′-J一ご7‾〉l一巨】1.･1りこ根付に

珊■itに川=+て‾きる(図-1.2ちjl(与1

1.おもな仕様

J出∴二北川兆放:5M十Iz

超■･■′-ニ沌=+J

ノ･一夕悠Jヲよ

,に
iJ占ミ

発振器

5.ロロ(〕khど

20mm′/rcm二ご以‾卜

41こF上川柁

AClOOV皇チエ｢三200V

50′′′60l-1z

400ニく365二｢く200(■mm)

10.3kg

ハントハス7†ルタ
4.993kHz

-5,ODロkHz

検 油

高周波

咄 幅

探触子

血管

ハントハス7ノルタ
5.OnOkH:三

--5.0亡)7kHz

検 波

注:一--･探触子に向かう流れ

--一抹沌頚子から還さかるン売れ

図I EUD-3方向指示形血ン充計ブロック匡]

2.おもな今寺長

け)fl■‖イトを休外にもik=き-せうこに､休ム

巾fかごン仙ブ+ジ川汁流を州うLで‾きる∴

(2)付こJし三川二l-トー′ニメナィコか抑し′く糊

て己した【7†ルタ法･プ1.)す′右什+に.⊥り川riノノ

l｢りと旭川√りプ､川'什i允を仙l,■J;に一之け/二1拉/｢丁

でむ,仰‾りイドり･と1せノノドり与弁別できる.

(3)収招いやすい了､那ii一な拙什て‾､仙iブ了己

L･√)みノブ‾lr･j･プ‾)油性･と､
トーク

ーーノノしることがでさるので､

川1こ1叫‡ミヤ血栓1】tl三など〇r)

ル咄ノ!とをと

人山I舵十=才=】

=1⊥;七■叫:∫.ミ山こ

佃′たに=+いる二･とかできるL-.

(4)lr11一流7ノみノノ向亡7)油性±トー一夕ノLi七

j!と:土,それぞれノー1クに-‾ノこ′+1されるごま

か,へン.1‡二き,享J丘ご丘できる.-.

(5)一.に舛刈り上トランニノ､スタ､IC:り三1･■'-

rlり指-Jj′上L叶1‡妹フ ナルタち･ヒ､ウ仙川

してし1るノ〕で∴･.】ごi悠性.イ代純一･■-r∵ご‾_チ)る

･:休+-〔ごご什Ll､■.′‾ノナ
‾ブ

低周波

増 幅

低周波

J日 幅
ヰl､′】

字交さ

カウンタ

零交さ

カウンタ

低周ユ侵

増 幅

差動

増幅

†の方向の流速

匡]

[∃

†の方向の涜連

匡]

モニタ

スピーカ

畠･卜づ真Y㍗鼻亡∨チノ弓i

均

均 ､血書
㌫さ

や ①

図2 超音波方向指示形血流計巨UD-3

め;

fI5
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日立156形用迅速濃度測定装置

二波長測光法の特長を生かした迅速

濃度測定装置を開発した｡本装置は吸

収セルとして市販の試験管を使い多量

の検体を短時間で測定する｡試験管を

一度に100本セットすることができ,

これを順次連続的に送r)つつ測定をす

る｡100本の測定に要する時間は,わず

かに5分弱である｡そして,出力信号

はディジタルで膿度表示され,プリン

タにサンプルナンバーと濃度値を同時

に印字する｡従来のフローセルシステ

ムでは,コンタミネーションが大きな

問題となっていたが,試験管のまま直

接測定できることによって解決した｡

自動分析装置のような大がかりな装置

でないため安価であり,操作も簡単で

ある｡血清中の各測定項目ごとの測定

波長の決定などソフトの開発,ディス

ポーザブルで,しかも紫外城の光を透

過する試験管の開発も終わり,臨床検

査など,多数の試料の測定に非常に有

効な装置となった｡図1は本装置の外

観を示すものである｡

1.二浪長測光法の原理

図2(a)は従来の測光i去を示すもので

ある｡すなわち,シングルビーム測光

法やダブルビーム測光法においては必

ず対照液を必要とし,同一波長の光を

照射して,このときの吸光度差つまり

吸光度ゼロを基準として測定していた｡

一方,二波長測光法は図2(b)に示す

ように,一つの試料に二つのf皮長の異な

る光を照射し,この二つの波長入lと入2

における吸光度差を測定する｡すなわ

ち,測定において対照液が不要となr),

で

㌫

∨淘〆′弓

図l 日立156形用迅速濃度さ則定装置
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一方の波長(入2)を試料のq及収ピーク

位置に,他方(入1)をロ及収に影響きれ

ない位置にセットする｡これにより,

試料セル(試験管)の汚損,きず,ひ

ずみ,試料の濁-),気泡(ほう),外壁

に付着した水滴などによる測定値への

影響は従来の測定法に比べはるかに少

ない｡すなわち,入2で試料のl吸収と試

料の濁りやセルに起因する見かけの吸

収を測定し,入1で見かけのt吸収だけを

測定することによって,真の吸光度を

i則定することができる｡

2.おもな仕様

i則定波長範囲:250～850nm

i則定試料数:1回の最大測定数は100

試料

i則定対象試料:吸光度0.05以上の音容液

測定時間:1試料 2,5秒

最少試料量:2mg

標準セル:JIS試験管外径12mⅡ】長き

105mm

測 定 値:濃度直読

出力信号:ディジタル表示

アナログ表示

3.おもな特長

(1)試験管は連続的に測定光路を通過

し,吸光度の最大値をプリントアウト

する｡

(2)測定値は濃度表示され検量線を作

成する必要がない｡

(3)検量線曲り補正器を接続でき,GO

T(Glutamic Oxalacetic Transami-

nase),GPT(Glutamic
Pyruvic T-

ransaminase)のi則定が精度良くできる｡

瞥lす卜芦

(4)反応容器がそのまま吸収セルとな

I)前処理時間が短縮される｡

(5)恒(こう)温槽(そう)でインキュベ

ーションし,水滴のついたままの二状態

でi則定できる｡

(日立製作所 計測器事業部)
対照さ夜

賢一分光器

賢一妄光器

′ヽ
′ ヽ

′

試料人
測光

′

′

好

対照液

検知器

シングルビーム

試料 検知器

(a)従来の測光法(ダブルビーム測光)

光サ
人1

分光器

人2

Ål 入2

分光器 試料 検知器

(b)ニ波長測光法

図2 ニラ皮長測光法と従来の測光法の比重交

光源

¥
ディジタル表示部

+301

プリンタ

チョッパ

旧 ＼

試料

検知器 試験管

コントロールユニット

蘭
図3 ブロック ダイアグラム

056形

記録計
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205D形日立ディジタル炎光光度計

205DT形日立ディジタル自動発光光度計
lr】1_i11テあるいは械巾の十トーいフムブJ.+二

びカリウムの濃性は,臨Jネこ柄叩+訓ミJに

非瑞に車要乙lぷて昧を打っておII,う〕､仰

が必要となるケ･･-スはきわめて多し､.=

Lかも,けミ字グ)逆子♭に伴し､〃､町村子性

はますます砧j空のもプ)が安求きれると

ともに分析すべき検体数も急激にカニり‾人

Lており,これに対処するためにはil+㌔i

枯性,高能率の分析装謹て!三か必黎にな･り

つつある〔つ これにこたえ開発され/二紫

iij■-:か205D彬【_トエディシータ/し炎)L)L‥と.言I

jj上び205DT形[ト｢仁ディジタルj′け‾り炎

光此度〔汁である､つ 一一連ク)分析が′他姓に

操作できるように,

(i) 2う亡素l古川寺跡+二右

(ii)i濃度迫二読方式

を採Jl了L,分村弥引空を向_卜.させるために,

riii)リチウム内部隙j)与り了⊥〔

を才去り人れている｡イニノブ∫〔は枇J工と･ノ)li′･+

卜♂つふなノ〕ず,すくいjLた川二J九ノ什が了り二⊥､ノ

れるため,11し-1の≠掛空位_二!卜で多放プ‾)仲

休か州シi三でき,分析帖川も如亮一;･て'さモ}

また,指ホ仙が∴⊥､_)つく と州;上附･グ1Jノこ

1r蛸■i■性が什も卜するばかりでなく,Jl恕

外の叫川とづj■力を史:するグ)でニメtキ1リノ

く■､ため,

(iJ ヰと■りナブナJ-(

を才jこナl-】し,`沖‥二Lた仙を

(ヽ′) ‾ディジタルーニた′+七

で7J‾くす､

205D彬は,1=封Jり‾で､200検体(lト′

J301彬デイジク/しレコーーダ川二J王トノ‾)+▲払′｢ト〉

についてナト りウムヒカリ-J/ム･ニ･〉J′ン州丁

観戦=I持物

かてきる､二れけ従水:グ)f､～i～卜見け三先)Lた

.1fとJ‾llに+七べて松竹′7′.埴さでム三う.〕また,
付拙什にノ′ノい j･::竺準丁砧マミご･ヰミて‾0.6

∩ナJ■1‾卜∴〔､あり,托ンにプ､)珊以彬に比べ3

へ-5†∴･にJ之∴;こ､rt`i-i枯枝･グ)分析伯かftトーニ,れ

る(図卜毒口くi)′

205DT彬は､205工)彬にす-トサン

ブラお+二び‾トーート ヒぺい/卜などを組ごち

√弓-j)せて50伯仲こプ‾ノ;ij‾川こトについて､それ

ぞれ上前机か`ニノ州`′こ討7果圭でダニ)-辿の媒

什をすべて=劇+什二LたLので.･二F)り,50

柚休か約27･ントニ､洲1Lて■きる｡また,紘

一｢キー的ちl州1_Lll】けとは1､さ:■吋三fjr.i一差ヰて､■1?ん1ソ､

卜て∠才一る(′回2客J二!′くi)=

1,おもな特長

(1)205D汗三

a

b

C

2ノ亡ブシ壬がト川与に測1､Lてきる

濃性がL虹;▲【三てき･る._､

ふ〔料く土20JノJで卜分て二声)る.二.

((】)1Fri卜′)濃J空似什二て30何体以+二t則

ノーニ〉ア.､ヒ ?

ノじ･､ぅ つ

(､e)+満ホ丁如ここり 一′ノラトセう千くなし､

(2)205DT形

(a)50柵休をポノ27′1一卜こ-1二王di小判1Eでき

る._.

(l))試料汀け～呂はわすか20ノノ/であ

ら-.

■ 岱 捗

図1 205D形日立ディジタル炎光光度計

(CJ総子細勺lキ硯什は柑畔如才:やで1

ワ･′=二三以卜である,-｡

ノし〔りう丁ヰノ,こ;‡かJニーつた増子汁士=剖什hl二すろ.

2.おもな仕様および用途

1)205D彬

哨 遥:血i-11fまたはJか11のナトリウ

ムおよぴカリrウムの分析

2こ ホ:ディジタル4けた,′ト致ノ1く

什,濃性和議

i抑iEr紀州

希 釈比

測7E帖=1]

消1軒i‾にプJ

ら一子

JNa,0～200mEq′′′/

1K,0､10 ′′

JNa,0～200
′7

1_K,0～10(与 ′′

1′/201

約7秒

AClOOV 30VA(50/60Hz)

寸法およひ､市:こiミニ:帖67×奥行35×irTiさ

37(cnl),車さ30kg

(2)205DT形

川息表示∴Lミリフーヒ範l川および希釈比に

ついてご土2051〕彬グ〕甥て}と何じである√′

州7ヒ枯性

ii+･し一村数

1川左油性

消照うにノJ

CV仙1%以‾下

50試料′りc/s

30秒′/Jl試料

AClOOV 90VA(50/60Hz)

､+▲法お上ひ中主fi二:帖70×一難行60×iミー'7iさ

60rcm)､巾さ80kg

(.[†二仁;与川叫 一汁州-iそこさ■卜'号三糀′)

象宅1切換

国2 205DT形日立ディジタル自動炎光光度言十

叫一-一武彗璧
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KH自動化冷凍倉庫

日勤化合樺は生産,物流の合理化の

-一一環とLて,ここ数年来,製造業を小

心に活発な導入が行なわれている.｡そ

れらは単に保管機能のふを力‾するもの

から,選別,仕分け,包装､ユニット

化､i汁昌などの生産,物流にまつわる

作業の合理化のみならず,コンピュー

タをう詩人した正確な情報管理を封主盤と

する生産計画,在韓管理,眼売計画と

を関連づけた一連のトータルシステム

のサブシステムとしての存在佃偵を追

求した高度なものまで多l岐にわたって

いる｡

-一方,冷凍食品および冷凍魚類を取

り拭う冷i束倉庫業の分野では,コール

ドチェーンの発達や冷凍食品の急激な

伸びにもかかわらず,その取扱いほ-

300c以下という過酷な条件下での作業

を余儀なくされている現状であり,こ

のため労働力の不足は他の他業種に比

べ,より深刻であるという冷i来合庫業

固有の問題を反映し,自動化倉庫導入

の機三重が急激に高まってきた｡

日立製作所は昭和45年末より,鹿島

建設株式会社と共同で,自動化倉庫の

冷蔵庫への適用について研究開発を進

めてきたが,その成果として,中央冷

凍株式会社より二受注した第1号プラン

トが,板橋涜▲通団地の一画に完成Lた

(図1蕃Itて子).

本自動化倉庫の建設にあたっては,

開発,フィジイ ビリティスタディ,基

本計画の段階から施工まで終始一一貫L

て､日立製作所,鹿出て建設株式台杜両

,叫｡遥

攣:

賢議

図l 中央冷凍板橋冷蔵庫

9S

わ ぎ

ず､

によI)編成されたプロジェクトチーム

により行なわれた｡

開発にあたっては,-300c以下とい

う超イ氏f沈下における(1)構造物の低温脆

(′ぜい)性,(2)防濫および断熱性,(3)超

イ故殺【‾Fにおける制御機器や配線の信頼

性,(4)人空間を形成する庫内温度の均

一化など技術上の諸問題の解決とあわ

せ,?令凍良品の流動二状況に即したレイ

アウトおよび運用卜の問題につし-ても

十分な検討がなされた｡

1.おもな特長

(1)普通形(従来形)冷蔵倖との併設

により,いろいろな形状,性二状および

i充垂州犬況を持つ荷に対応できる柔軟性

あるレイアウトになっている｡

(2)日立製作所独特のダブルリーチ(2

段式フォーク)式スタッカクレーンの

開発とその採用により,冷i乗合庫の生

命であるスペース効率は,従来のスタ

･ソカクレ【ンに上ヒベ約20%】J-り_1二した

(匡12参j‾!てi)

(3)中央処理装置に制御用コンピュー

タHIDIClOOを採用し,入出庫,棚(た

な)管理を自動化し,倉唾要員の大幅

な省力化を実現した｡

(4)入庫優先,出俸使先,配替など倉

庫運用に即Lた各稚の運転モードを完

備することにより,入出庫能力の変動

に対し柔軟性をもたせるとともに,榔

の運用効率の向上を期した｡

(5)低温+Fにおける機器の信束副生の確

保はもちろん,各校のバックアップを

長言璧

図2 ダブルリーチ式

スタッカクレーン

考慮L,スタッカクレーン,コンベヤ

Jゴよぴコンビュ=タか･休となってイ∴

相性の｢rり_卜を1譲jった(図3参叩)｡)

2.中央冷凍板橋冷蔵庫の概要

敷地:2,080m2

用途:骨紫iてナ磯崎

規帖:公称トン数 9,540t

iて㌻歳等言扱 F根

ろ皇築rfl‾捕il,240m2

妊唯何桁 6,235mご

軒 i‾しJj31m

形式:-一般普姻嘩＋自利卸車

一一寸ほ一汁通計車:

3,500t

自動倉庫:谷村

栴納パレ

公称トン数

術iこチノi5階(2～即件)

14,936m3

ソト数 2,584

(8列×131てヱ×25辿)

入汁1唾能:プノ 53バレlソト/n

ド皆高 30m

荷イ貨 スタッカクレーン(2仏)

人rHコンペヤ(･Jい

制御 コンピュータ制御

管理 コンピュータ哲郎

墟築椛近:躯体 托骨;鉄筋コンクリ一卜

造りラ1ソク 鉄サラリクFl‾仁形

了介一束設備:冷凍右左主 122RT

;脊i加悦 ′｢ナ.汁340kWフ､クリユー
コ ンフ=レ､ソサ

ーて㌻喋フレオン(R-22)

;付凍方J℃ 液ポンプ∴了i風締‡器1一(

デフロストん一式iんし水スプレイJ-〔

(□_､二と拙作巾 シてテム化術1こ伽

†筏`～‾に･Ji紫1こ邦〕

エレヘ一夕機械室 工ハコン

+_一
_1

ill¶｢･‾-､
十

ニゴニ

叩/王

/三言イさ呈;吉
--ダクト

クーラ

変電所

.j_･_:｢≠｢十卜川1
ll

l

1
l

胴藍ノJ
州.r川･普通絹産毛
｢l′ 川

自動イヒ一軍蔵庫

･:l■l

整ミl■
l

川山一崩`_一一方二‾′

lI

‾却

庫コンペヤ

コンペヤ

一夕

♯∫

l

j主観iQ
コンヒュ‾タ室L荷捜し､室

中央監視室エレ

出ホ

j入庫設定宝
ローレシーバ室

図3 中央冷凍板橋冷蔵庫機器配置見取図

式

-ン
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日立新形集魚灯用交i充発電機(FG-D3)

いカ▲,あし,さん圭ち･ヒ､プハ也り‾‾うJ

ノL什キミノーノ仏紙〝､)こ的稚J+こに｢土11けi+‾カートー〕

り壬ノ(〔川‾が仲川され,Jl上′世でほ+､叶壬r糾附

そノれ‾り化が紫.､にされ,いかがJり轄篭や巻

舶恍ニシヒ､■も+､什三モーートルで逆虹される

仁一J亡二乙･り,ランナとモートル7)仲川

カ､仙川乙･り三仙什川女流ブ己′‡に髄が多=]さ

れる よ 一=二′ユl一-ノた..

fト■′ニセ･川叫▲て｢土,l′】仙`▲に=三朋ヤ.竺iそ;た(′A

Vlて+什亡7)▼一7､■ランレフ､+_一川三仙′け川そと流

了己`【に1瑞(′F〔;Ⅰ))乍･了己ノノ■こ1､1水/け.トキ仙

(ノているノウこ,さ+●〕に′+､彬中辛_上l川二した糾

シ Lトーアニ､ノノ】り三ノ(〔-∴け川て去i六己稚′■にf花(FG

l〕‥う)を碓ノこした.′ト4鶉｢土従心～t】一に比忙

して1土.与か30--一110mmつ三t(･=∴巾jii二L約10

ケ乙畦上王立化L_てしlる_Jち.1Jiモーートルの述

帖を′ヂF以にする`一にiメこ納付仙川各(CT'ノ･壬ヒ

.;一■-こを筒il=二付け↓二)れるよ一=二し､本休
ヒAV Rノ‾)イ左紙をコネクタJ一じにするニュ

ヒ､､放々ノ)帖上=ミを煉り.;生んでいる..

1.標準仕様

F〔;-Ⅰ)=1ノ‾)付ftrJl二恍キ表1に′】ミ′う‾ヒ

才二;りで(ri)る

2.外 観

FIG f)=jlこ帖才;.亡ひ､AVRプ)外税は

図1に′+二‾㌢･ヒJJりである..

3.特 長

(1)了己ノ.Lこ1鴇こエ仙1‾.トハ仙磁l■り路にとりて

り ‾フ= ン 7-■十_;土ひ､r7､うン レ スいいlソニlノト

表l｢G一口ゝの標準仕様

石述作壬地肌J′じな端子己′■に寸瑞で,≡乍純一部分か

7ユlいj七夕11主プ､j二=.r一‡て･化∴トリイ巾吋て■純綿ド.

∴二ら起二さろ､･し､

(2)シ占1‾ご†卜小事臼ミ放で什-=に仔に壬｢加■Jj150V

か子り:JJれる..

(3)CT紫i;一【lミキ杓--itに付けムー)JLる.上う

にな一一ノてムり イ‡セノこ〉fF㌻止こアトモ
ー ト･し

.1廿吐か■け了把で才)る
(4)AVRご三-+ぎi+l■f川三､′+､彬柑-｢1トニ80｢-ノ

160V･±J∴梯川ニrノノセ.r_1三.州■if.モカニ.:･｢きる.

(5)了己`■に恍とAV一之･ノ｢トは糾こご土コ‾‾デ＼:ツタ

⊥-〔で的ゝjl-であり一は糸ノ亡,i〔与りノ､しL､批享ノこゝ+

(6)モーート′しノl.‡J=川.iJ′一を,て∫上け､ニラン‾7

ヒモーート }しノイ汁=こ二丁り上川でごご㍉る.
ン
ヽ
1

〆
9
懲
囁

簸i

刺l恥

′馳
■瓶

区】l F‾G-Dこi本体右よぴAVR外観

ヽ

(7) どのIl小虹方向で･む,gi荷をj‾+1十十/二

ままでL発+i正代を州せば惟ノ_j三にて己′■にし′,

一川二仁に1モfl荷を寸法入Lてい崎=.トニ川ナ史

｢〕る_.

(8)恨花袋こF】二をf勺磯し一i】也f‾川抑.ノ.紙=ト7‾_･-

す1こりf亡をする二.

r9)他肋ブラシレ1Jノ▲∫〔にもかかわ∴

羊､′ト什二神主_妄i‾i二である-J

(10.) 勿は打什ク､什グ)すく､､れたE帥絶

柑川上川一汁てi～,l‖汁空120Gc)を二了三体ヒLて

っか,l糾i遥コイ/レ+土き⊥､Jに仙‾葬軒什･ノ=‾

く､■れ/二F仲絶毒凍 り】上.11.■j許ノと;i∴一しJ-‡155つ(､〕

キー小‾卜+r∴･ごいる二王7二†爪七jJ川Jとして t

)ナち一山テナーlを処JⅥキ地してある._.

‾tト■′二rゝ望什rf【絹■1】■■ハ1'‡1に

m雌

¢

が

率
-

卑ゼ

ヽ
＼
＼
＼
義
昭
､
こ
～
1

形 聞方宜防腐保,三色斉‡(EFOUP)

式 回 喪主 界 石基 式

極 致 4

kVA 6 了.5 10

ノ上

相

紬 [邑

柏 竜

一†t
【Tt

周 )慮

回 王転

使 用[可 転 数

庄(∨)

圧(∨)

二託(A)

数(Hz.)

15.8 】9.8 26,2

】5 しプ0
220

127

39･5卜52▼5
6D

敷 い卜州) l′800

純固(■r‾l‖｢り l.50D- 3′60D

教員荷許容最高回章去敷(｢‾川¶) 4′ODO

■毒二圧 調 整 綻 凶(∨)

肋 1遠 方 式

紹 柑

純 絹 紬

純 綿 処 一哩

25 30

65.5 1 了9

】′5(〕0 3,300

3′了DO

80 】60

フラシレス他励石衣方式

三相4隷式

E種(界磁はF柁)

凧j 湿

40 1 30 40 50 6〔)

105

220

127

79

1D5J_+土_+‾二Ⅰ58
60

l.200

･,DOO-Z′ZOOl･,00DZ仰0
‾ ‾‾‾‾‾‾‾ 1

2′600 1 2′400
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日立オイルヒーターシリーズ

[_卜扶さ生望什三所ではこのほど,48年度彬

才子手心温風暖ナノi器とLて,Ⅰ-トンニオイルヒ

ーターーーシリーズの愛称で､排乞-も筒七式

4慌柿お.よぴFF(Forced Flue)‾ん-

Jじ1恍純でナ計5軽帥仁を発売した(図l)｡

日立ニオイルヒーターーは,燃料として

帆価格の灯油を伸輔L,三三l勺のて′;ワ1tを

さ′iリさLない屋外排～毛椎壬のf▲【,ん風=息l方器で

ある｡.維持繋が安く,かつイ封仁王イlミJち川差

レj器として寒f令地を中心に全回各地で

好.汗を得てきたが,本年J空は従来の排

1も仁苛々式に加えて新一iぎ+先のFF‾ん一式も

あわせて,l∃カニオイルヒ一夕【シリー¶

ズとして発プ己Lた.=.仝5樅柿ヒJJてラ

イン7‥ノブされるため,顧1存･プニ)帖J上い

嵩紫に応じられる体制が車さった_

l.おもな特長

(1)i.【Ⅰ一t.凪∫じ乙･ク′)で､ンニトリ‖引戸1Jが辿くカー

つ1i内全体がむごフなく‖かJiできる.-.

(2),キミ叶排1レ℃およひ強F【テりhミ外訂淵三1t

J･て)ニ･し二71て,1ミトノ+は′.甘ミニ言rl子潔･亡二†■寸土たれる.__

(3)よ寸L!三日刺消火洪ii-【壬∴担熱lニノ川二裟-;‾こて丁＼

仲′■一に帖燃料Fノや断装i昌書【-:二f;よひ■J溝燃】;〃【｢-_

ド糾推力ご付いており′左1モである

(4)岐J′舶巨プJが人きく,｢7一丁

表l 日立オイルヒーター仕様

7､ノ〈＼

スヒーティ ン グか吋能でふる

(5)イこ仏を与壬,号巾に指.音吐して】i‾二よ讃するニ

ヒかできる･れで,1ミF勺ノ)′′こ千lざ1jが付利に

仕梢できる._.

(6)油炭.誹ほ11j旨註か付し▲てJゴり｡1主l人Jを

1た旭な.･､㌔,い生に▲H朴ヤさするニヒかできる

(′し-一一ムサーモ子安純‾･り‾f指1

(71加iJ上指喜市をIJ小■==ご延してしゝるこフ･)で,1一三

内ク)位汁!との乾燥を川汁二できる.

〈磯こ幣観鶴軸′

(8)排気筒は,上血および背j輔の2方

向しゝずれにも設置場所にfナわせて取り

付けることができる(FF‾方式では排

ニ(筒はイこ安)〔､

2.おもな仕様

R二古ニオイルヒーターのおもな仕様は,

表1にホすと才一jりである｡

(11､一′ン■空･望作巾什′も｢三三帥7行l卜業郎)

図l 日立オイルヒ一夕`■oH-5馴

Ⅰ白 目
形 式 OH-501 l (〕トr-70! OH-1001 1 0HD-1101 1 KH-50FF

低発 熱左呈‾

高発 熱石壬

･撚

燃ヰ斗消空こ･墨

暖 房

石 火

給 壬非 気

(K()∈lJll)

(K(1∂lト1)

キト

(/■】1)

方 式

ナ 一

方 式

‾万 ≡モ

才非気筒取イ寸口径(mm≠)

凰 塁

室 温

加 ′址

仝古ハ

〔叫

消
一
外
一
重
■

付

(111‾lr‾‖=)

制 御

l 2-95D‾‾‾6′800
1

3′100 7′300

白 七丁 二由

0.36‾ 0,84

強制対涜井手

l ホット式バーナー
l

+
_旦_享干__軍人屋外才非気式

†05

10.了｢2段切稗)

)由墨 書符節

装 置 内蔵

装置岳≡≡≡喜…;蔓≡l温度ヒューズ
‾‾‾‾‾‾‾‾‾頂‾｢‾‾壷相川OJ‾‾‾前古㍍

叩
…
一
[
む

属

(W)1 65 61

2′950｢-9′500

3′100‾一川′200

白 灯 ン由

0,36 117

強制対)充牙壬

ポット≡いヾ-ナー l

自動j呂火‾‾‾‾丁
屋外寺井気弐

105

to.7(2段切∃桑)

)由墨調節もよぴルーム

サーモ(■寸書各キ可)

円 蔵

対震自動消火装茫

停電時)由しヮ断

再話火防止ランフ

温度ヒューズ

卓i相100V 50 60Hノ

67′/63

(-ヰ)‾寸前‾㌫‾二‾碧カキ茄6…望む垂車(_仁竪?_+_______
■ 罰台･油さし｡毒舌 置台･油さL･=掃

ロn.除棒｡ユ糞油ホースl陰椿.送油ホ_ス

4′900‾‾14′200

5′250 ト5′200

白 ■上J ン由

0.6‾ 卜74

強字訓対ン充形

ホット式バーナ【

自 動1石 火

屋外う部気式

105

4,900‾､14′200

5′250‾‾-15′200

白 灯 )由

0.6--l_74

弓竜制対ン充形

2′440･4.400

2′600･4.700

白 灯 〉由

l O･3･0･54

｢‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾前‾京転

長方形オニット式バーナー 長方形ポット式ノヾ-ナー

自 動 ラ吉火 自 動着火

屋外才非気式 . FF方式

川5 (給j非気筒外径)76

12.8(2段七[操)

ン由王と調節およひルーム

サーモ(1妾続可〕

内 蔵

対漂白勤消火装置

停電時)由Llつと析

再う古火防止ランフ

三屋度ヒユース
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